
石井崇晃さん「研究を頑張るモチベーションに」
前田寛明さん「自分の研究に生かしていく」
山本迅平さん「学びの視野が広がった」

　優勝した３人に、野島記念ビジネスコンテストでの

優勝の感想や、研究の糧として今後にどう生かしてい

くかなどを尋ねた。

　石井崇晃さんは「文系の学部生の出場が多かった

のですが、当時は修士課程2年での参加で負けられな

いという思いもありました。もし決勝にすら進出でき

なければ、研究に本腰を入れられなかったかもしれ

ない」と振り返り、「今後も頑張って研究していくモチ

ベーションになりました」と語った。

　水代謝システム研究室で「海水の淡水化」を研究し

ているという前田寛明さんは、「準備に相当な時間を

かけてきたので優勝しかないと確信していました。将

来は大学院修士課程への進学を考えていますが、波

に乗ってきたこのプロジェクトの一員としても活躍し

たい」と期待を込めた。

　山本迅平さんの研究室での“本業”の研究は、「下水

処理場の自律制御に向けた運転管理モニタリングセ

ンサーの開発」。今回の優勝を受けて、「アプリの開発

を学んだことで、自分が（アルゴリズムやソフトウェア

開発を学ぶ）コンピューターサイエンスに興味がある

ことが分かりました。水とコンピューターサイエンス

の双方の知見を持った技術者になりたい、もっと学び

たいという気持ちが生まれました」と前向きに話して

いる。

ChudaiNews

題字／書道會会長　原れい

　こんにちは！　中央大学書道會です。書道會のページをご覧くださりありがとうございます。
　書道會は2021年度、1年生37名、2年生10名を新たに迎え、心も新たに新年度の活動を始動させました。
コロナ禍のため書展開催はもちろん、通常の会室での書道活動もできない状況ではありますが、そんなことに
は屈せず、新たな取り組みを始めています。今回はこれらの活動を紹介したいと思います。

　5月6、7、11、22日の計4回、新入生向けの交流会を開きました。企画名は「オンライン会室」！ 入構制限により
会室が使えないならば、とオンライン上に会室を作りました。この交流会は入会のための相談会も兼ねていたた
め、書道はなしのゲームタイムとトークタイム中心の会としました。
　ゲームタイムでは絵しりとりや絵の伝言ゲーム、早押しクイズなどいくつかのゲームに挑戦。アプリも使いなが
らチーム戦で行いました。絵を使ったゲームでは絵の才能を発揮する人がいたり、反対に描いた絵の意図を受け
取ってもらえず苦戦する人がいたりとさまざま。終始笑いの絶えない交流会になりました。物理的な距離はあっ
ても、メンバー同士の心の距離は間違いなく縮まったはずです！

オンライン交流会

　6月5日、今年度最初の対面活動を実施しました。こちらは会室を大
学構内から立川市の高松学習館に移し、書道中心の会としました。
全書体のお手本を持っていき、その中から書きたいものを選ぶことと
し、各自が自由に筆を執りました。初心者の新入生には経験者がマ
ンツーマンでアドバイスしています。雑談も交えつつの書道は、初め
ての人にとっても久しぶりの人にとっても楽しく、充実した時間となりました。今後もこのような活動を増やしてい
きたいと思っています。

学外対面書道会
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